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1

高齢化によって顕在化する問題への対応は世界の共通課題で
あり、特に、医療データ利活用、医療インバウンド、健康経
営は重要なテーマだ。新型コロナウイルスの感染拡大により、
世界的に健康、医療に対する関心が高まっている今、それぞ
れの国の取り組みを学び、制度設計に生かすことが今後の国
際社会では必須になる。本イベントがコラボレーションの基
点となり、高齢化社会が直面する課題の解決策が生まれる契
機となることを期待したい。

日程：2022年11月22日（火）10:00～18：15
会場：イイノホール

（東京都千代田区内幸町2-1-1飯野ビルディング4階）
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＜登壇者＞
フランソワ・ブロン氏（フランス保健・予防大臣）

基調講演①

「海外のヘルスイニシアチブの紹介 フランスを例にとって」

高齢者は社会の財産であり、公共政策の設計段階から高
齢者特有のニーズを考慮する必要がある。欧州委員会は
2021年に、高齢者による安価で質の高い長期ケアへのア
クセスを促すイニシアチブを開始したが、フランスでは
2015年12月から、高齢化社会への対応を目指した強力
な施策を進めている。
自宅でのケアを優先し、それを保障する社会的支援を

強化する内容で、実行には有能かつ十分な訓練を受けた
スタッフが、魅力的な労働条件で働ける環境づくりも重
要になる。制度設計を進め、2022年は初めには、年齢に
関係なく全国民がアクセスできる国民的デジタルヘルス
データベースをつくり、個々のマイヘルススペースにお
いて、信頼できる専門家や医療機関と健康データを共有

できるようになった。
デジタルヘルスツールの導入は信頼に基づくものでなければならない。市民

と医療従事者の信頼を得て、集団的に前進するには、倫理性、共同構築性、透
明性が不可欠だ。高齢化は世界共通の課題であり、エビデンスが裏付けるベス
トプラクティスを交換し、意見をぶつけ合い、この道を共に歩んでいくとい

決意を、国際社会は持たなくてはいけない。
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＜登壇者＞
松本吉郎氏（公益社団法人日本医師会会長）

医療は予防と教育、さらに診断・治療と再発重症化の予防、見守り、そして看取
りまで、すべて統合した形で提供されなければならない。「人生100年時代」を
健やかに過ごすには「防ぐ、治す、支える」という考え方が必要だ。これはかか
りつけ医の役割でもあり、かかりつけ医がいるほうが、がん検診等の受診率が高
いというデータもある。
かかりつけ医は、自院での診療以外に夜間・休日の対応、地域保健・公衆衛生

活動などを連携して行い、地域住民の健康を守るため、それぞれの地域を面とし
て支えている。そうした活動は地域医師会が深く関与して運営している。
乳幼児期から高齢期に至るまで、各種の保健事業（健診）が展開されているが、
そのデータは分断されている。国民の健康増進のあるべき姿として、国民の健康
管理に適切に一生涯を通じたデータとして反映されるような仕組みを講じる必要
があると日本医師会は考える。
今後、国民がフリーアクセスで「医療機能情報提供制度」を活用し、適切な医

療機関を自ら選択できるよう支援を行う。また、電子カルテの標準化など、医療
のDX、ICT化の進展は喫緊の課題であり、関係者と連携しながら、医療・介護提
供体制がしっかり構築できるよう、日本医師会として取り組む所存だ。

基調講演②

「これからの健康医療に向けた医療界の取組紹介」
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パネルセッション①

「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」

＜パネリスト＞
長島公之氏（公益社団法人 日本医師会常任理事）
中村和男氏（シミックホールディングス 代表取締役会長CEO）
比木武氏（Welby 代表取締役）
小川慎一氏（厚生労働省医政局特定薬品開発支援・医療情報担当参事官室 情報推
進官）
＜モデレーター＞
田中一成氏（経済産業省商務・サービスグループ 商務・サービス制作統括調整官）

●冒頭、モデレーターを務める田中氏は、PHR（Personal Health Record）の将来
展望としてデジタル、データの力の必要性を強調した。その言葉を受け、4人パネリ
ストがそれぞれの立場、観点からのプレゼンテーションを行った。

田中一成氏：高齢者を含む国民全体が健康を維持増進させ、個人の幸せを追求する
ことが経済、社会全体の活性化につながる。それにはPHRが必要であり、データ活
用が実現と普及のポイントだ。医産官をあげたチャレンジが求められると同時に、
個人情報の保護、セキュリティ面でのハードルも高い。国民に便利なサービスを提
供するとともに、適切な利活用を確保するにはどうすればいいか。PHRの意義と課
題について、議論を深めていくべきだ。
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長島公之氏：超高齢化社会では3つの予防が求められる。一次予防は「防ぐ」で、
健康増進、疾病予防、2次予防は「治す」で早期治療、重症化・再発予防、3次予防
は「支える」で機能回復、社会復帰である。PHRは、このうち、1次予防に特に大き
く貢献するが、今後は、2次・3次予防においても活用が期待される。PHRと電子カ
ルテのデータを電子健康記録（EHR）と連携、統合して活用するため、システムや
データの相互運用性、標準化を促進すべきである。かかりつけ医を中心とする地域
の医療介護チームがデータを活用することで、「新たな健康づくり」が可能になる。
医療DXを進める際、最も重要なのは国民、患者を「誰一人取り残さない」こと。IT
をできるだけ使いやすくすると同時に、現場でのしっかりしたサポートも必要。
PHRにはビッグデータ、リアルワールドデータとしての活用も期待される。有効
性・安全性を確保した上で、全国民、患者が利便性・効率性を感じられるようにす
べきだ。
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「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」
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パネルセッション①

中村和男氏：健康長寿の秘密は「IKIGAI（生きがい）」といわれ、日本から発信し
た言葉だ。これは「社会との関わり、好きことをやる、褒められる・認められる」
で構成され、海外ではIKIGAIを持った者が健康長寿になれるというデータも報告さ
れている。コロナ禍で人との接触が制限されたことで、健康長寿に赤信号がともっ
た危機感があり、シミックはワクチン接種の効率的な仕組みづくりに取り組んでき
た。PHRはベネフィットが大きいが、お年寄りに身近に感じてもらう工夫も必要に
なる。弊社はお守り型PHRおくすり手帳を提案し、京都の清水寺での検証も行って
いる。デジタル化、データ利活用は重要だが、ソフトの部分、つまり人がどう関
わってお年寄りを見守るか、という視点も持たなければいけない。
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「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」
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比木武氏：Welbyは創業から11年、PHR事業に取り組んできた。健康管理ではなく、
病気の管理ツールとして、医師から患者さんに勧めてもらっている。アプリで管理
する仕組みで、スマートフォンが測定機器になり、歩数などのデータを集約して管
理するのも可能だ。PHRの大きな利用価値は、自身でのデータ管理と、かかりつけ
医などとの連携である。複数の医療機関に通院する場合、連携先は複数の病院、ク
リニック、薬局等になり、相互にデータ共有できるメリットもある。事業者間で共
通のルールづくりを進め、PHR事業者団体を設立して、様々な取り組みを進めてき
た。その成果も含めて、行政、医療関係者などとの議論を通じて、PHRのより効率
的な運用を実現していきたい。
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「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」
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パネルセッション①

小川槙一氏：2040年を展望し、70歳までの就業機会の確保、健康寿命の延伸、デー
タヘルス改革、3つの政策を掲げている。国民目線での施策の立案、官民一体の対策
が求められる中、従来の縦割りのICT利用から、部局横断的なワーキンググループを
設置するなど、取り組みを強化している。医療DXの方向性は、国民自ら保健医療情
報への容易なアクセスを可能にすることで、健康寿命の延伸と、医療の効率的かつ
効果的な提供により、診療の質向上、治療等の最適化を推進すること。全国医療情
報プラットフォームの構築、電子カルテ情報の標準化、新療報酬改定DXの3つが骨
格だ。生まれてからの保健医療データを一元管理することで、現場業務の効率化、
人材の有効活用も実現すると期待される。
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「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」
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パネルセッション①

●PHR活用の背景として、国民の健康管理や医療のあり方が変わり、特に超高齢化
社会を迎え、日常生活の予防の重要性が極めて大きくなっていることが指摘された。
データやウェアラブルデバイスの必要性について、改めて認識が促された。

●分散している保険・健康データを統合するため、一定の標準化・共通化のルール
づくりが求められた。国、医療界、事業者間でのさらなる連携が必要だ。

●PHRの二次利用についても議論が求められる。観点は2つ。1つ目は、何のために
情報を利用するのか。２つ目は、利活用のベネフィットと平行して情報管理のコス
トについて考えること。国民への丁寧な説明も必須となる。
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「パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用促進の意義と課題」
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パネルセッション②

「業界認証等の受入態勢強化や国際発信力強化（医療インバウンド）」

●超高齢化、ウィズコロナの時代に、日本の医療インバウンドはどうあるべきか。
モデレーターの三好氏が国の成長戦略としての位置づけと課題を示した後、3人のパ
ネリストのプレゼンへと移っていった。

三好知明氏：日本政府は、国の成長戦略の1つとして健康医療の国際展開を方針に
掲げている。医療インバウンドに関して、渡航受診者を受け入れる医療機関をJIH
（Japan International Hospitals）として推奨する仕組みも構築された。ウィズコロ
ナとなり、需要増が見込まれる今後、医療渡航支援認証等のガイドラインにもとづ
き、事業者支援を強化していかなければならない。将来的には海外の医療機関も認
証し、JIHとの連携を図るのも可能性の1つだ。
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＜パネリスト＞
亀田隆明氏（医療法人鉄蕉会 亀田総合病院理事長）
山田紀子氏（一般社団法人 国際メディカル・

コーディネート事業者教会代表理事）
楊陽氏（Doctor care 代表取締役）
＜モデレーター＞
三好知明氏（一般社団法人Medical Excellence JAPAN 理事）
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「業界認証等の受入態勢強化や国際発信力強化（医療インバウンド）」

亀田隆明氏：当院は渡航受診者の受け入れを積極的に行ってきたが、今後、医療イン
バウンドとして大きな産業に成長させるためには、個々の医療機関の努力だけでなく、
公的な支援も必要になる。質が高く、医療費がリーズナブルな日本の医療は、高い国
際競争力を持つ。日本の医療インバウンドは、英語圏よりは中国、東南アジア圏が中
心になり、外国人向け高度医療の収入が日本の国民に還元される流れをつくるべきだ。
そのために必要になるのが、受診者の来日前の情報共有を密にするためのインフラ整
備。医療ビザの発行より、医療費の支払いを簡便化することなども進めなくてはなら
ない。民間で取り組めることと、国が解決すべきことを明確にして、日本全体で医療
インバウンドを成長戦略として共有するマインド醸成も必要だ。
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パネルセッション②

山田紀子氏：JIMCA（一般社団法人国際メディカル・コーディネート事業者協会）
は、医療機関受診を目的に来日する外国人受診者のコーディネートを行う事業者に
よって設立された業界団体で、安全な事業のために業界ガイドラインを現在まとめ
ている。今後このガイドラインに基づいて認証制度やコーディネーター資格の整理
も進めたい。事業者が受診者にサービスを提供するには医療機関との協力関係が不
可欠なため、連携強化が重要である。事業者間の情報交換の仕組みづくり、国内外
へのプロモーションなど、JIMCAが中心となって取り組むべき課題は多い。大変質
の高い日本の医療サービスとともに事業者のサービスを利用した受診者の事例を含
め、様々な情報や知見がJIMCAには集まっている。関係者にはぜひその情報を活用
してほしい。
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「業界認証等の受入態勢強化や国際発信力強化（医療インバウンド）」
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パネルセッション②

楊陽氏：医療インバウンドは、受診のために訪日する患者、受け入れる医療機関の
双方にメリットがあるが、不安や不満が残るのも事実だ。その解消には、両社の間
に立ち、コーディネートする事業者が大きな意味を持つ。1つのヒントになるのが
「医療先行型コーディネートモデル」だ。日本でよく見られる紹介受診制度を応用
したもので、事前に情報提供を行い、患者側にはホームドクター的な立ち位置で、
医療機関側にはセーフティーネット的な役割を果たす。急性期患者の治療後のフォ
ローアップも行う。医療機関とのネットワーク、受け入れ態勢と人材育成を強化す
れば、患者側と医療機関側のWin-Winの診療モデルが構築される。今後は中国の現
地企業、保険会社との提携も強化していく予定だ。
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「業界認証等の受入態勢強化や国際発信力強化（医療インバウンド）」
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●国際医療は医療を中心に身元保証やコーディネートなど複数の部分によって構成
されるが、現在は細かな役割分担が曖昧で、エージェントが医療資源を確保する必
要があったり、病院がコーディネート業務を行わざるを得ない状況もあったが、今
後は、医療機関は医療サービスに集中し、それ以外の部分は事業者がサポートする
仕組みを強化することが重要だと指摘された。

●海外に向けての情報発信として、中国向けにはSNSの活用が効果的。他の国や地
域にも、それぞれに最適な方法を模索する必要があると提案された。

●アクセス、クオリティ、コストの面から医療インバウンドの今後を考えなければ
いけない。それぞれ認証、コーディネート、通貨の壁などの課題があり、行政、医
療界、事業者がそれぞれの視点から議論し、質を高めていく必要があると、改めて
確認された。
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「業界認証等の受入態勢強化や国際発信力強化（医療インバウンド）」
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

＜パネリスト＞
マーク・ピアソン氏（経済協力開発機構（OECD）雇用労働社会問題局次長）
稲垣精二氏（第一生命ホールディングス 代表取締役社長）
ローラン・シェアー氏（OECD経済産業諮問委員会（BICA）ヘルスケア委員会副議
長/ペルノ・リカールグローバル・パブリック・アフェアーズ・アンド・アルコー
ル・イン・ソサイエティーヴァイス・プレジデント）
小木曽麻里氏（SDGインパクトジャパン代表取締役Co-CEO）

＜モデレーター＞
高橋香織氏（日本経済新聞社編集委員兼 日経CNBC報道部長）

●コロナ禍でメンタルヘルスの問題が浮き彫りになり、健康経営への取り組みが注
目されている。モデレーターの高橋氏が取り上げた、OECDの雇用労働社会問題局
のレポートに関して、解説するところからセッションは始まった。

高橋香織氏：コロナ禍には、感染拡大というだけでなく、メンタルヘルスの問題が
含まれていた。経営の側面から、従業員の健康、ウェルビーイングへの取り組みを
進める企業が増加しているように、従業員の健康増進が、企業の人的資本形成の重
要な観点となっている。投資家サイドも健康経営の情報開示を求めている。OECD
は、職場のウェルビーイングに関する調査を行っており、その結果から様々な示唆
が得られるのではないか。
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

マーク・ピアソン氏：精神的苦痛、喫煙、肥満などが、社員の欠勤率を高めるとい
う報告がされている。「Workforce Disclosure Initiative」というNGOの調査では、
多くの大手企業が職場での健康増進、ウェルビーイングに取り組んでいることを示
しているが、労働生産性を高めるという直接的な効果の他に、保険など間接的な効
果が背景にある。健康経営のへの投資効果については「1ドルの投資で4ドルのリ
ターン」があるといえる。また、従業員の健康増進だけでなく、ESG投資の対象と
なり、株式のパフォーマンスが高まることも期待される。情報を発信し、健康経営
に取り組む企業を支援することで、国内の産業界全体の活性化にもつながるため、
国がやるべきこともたくさんあるはずだ。
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

稲垣精二氏：人的資本経営が注目されるなか、「Kenko-keiei（健康経営）」はそ
の重要な一部だ。第一生命は事業者として健康促進に取り組み、また機関投資家と
して健康経営をESG投資のなかでも評価している。柱は従業員、お客様、そして社
会。従業員に対しては、健康増進アプリの開発などを通じてサポートを行っている。
お客様に対する取り組みは、日本に限らず海外にも目を向けており、オーストラリ
ア、イギリスでは、プログラムやアプリの提供によって、保険請求の頻度が減ると
いう成果をあげている。社会のために健康経営の促進し、企業の健康保険管理組合
のコストを最適化するHealstepサービスも提供。今後もデジタル化、コラボレー
ション、パッションをキーワードに、取り組みを強化していきたい。
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

小木曽麻里氏：サスティナブルファンドにフォーカスして事業を展開しているが、
目的の1つがESGのインパクト追求だ。ESGのスコアを分析すると、その中に健康が
含まれる。最近、人的資本経営のロジックで健康経営が語られるようになり、投資
家もわかりやすい観点として注目している。現状、多くの投資家が深く健康経営を
分析しているわけではないが、健康データが企業価値、企業のパフォーマンス、業
績に影響与えることは明白であり、今後、理解を深めていく必要がある。業界、企
業ごとに事情は異なり、労働集約性の高い建設や農業とIT業界では、オペレーショ
ンが変わって当然のこと。IT業界はメンタルに関わる部分の重要さが増すなど、今
後はよりきめ細かなエビデンスベースの分析を行っていくべきだ。
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

ローラン・シェアー氏：新型コロナウイルスの感染拡大以降、健康増進プログラム
の官民パートナーシップに注目が集まった。OECDは、経済の繁栄には健康が重要
な要素になると位置づけている。仏のペルノ・リカール社は、過度な飲酒は仕事の
生産性に悪影響を与えるとして、社員全員に、アルコール乱用の危険性を伝えるe
ラーニングを義務づけた。また、従業員の生活が子どもたちに与える影響も考慮す
ると同時に、消費者への働きかけも重要と考え、予防キャンペーンまで発展させて
いる。若い成人に関しては、過度な飲酒の危険性の認識がかなり高まったという結
果も出ている。フランス国内だけでなくヨーロッパ諸国、そして日本でも、健康意
識を高めるプロモーションを展開する予定だ。
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パネルセッション③

「人的資本形成を踏まえた健康経営の国際的な推進」

●ディスカッションは、パネリストから他のパネリストへ、質問が投げかけられる
かたちで進行した。

●OECDの研究のベストプラクティスについてたずねられたピアソン氏は「1つの明
確なラインは、トップダウンではなく、従業員が制度設計に関わったほうが、うま
く機能するプログラムになりやすい」と述べた。

●「投資家の注目をさらに健康に集めるために何が必要か?」に対して、「取り組み
の成果が企業レベルで感じられることだ」と、小木曽氏は答えた。

●「日本の取り組みをどう世界に拡散していくべきか」という問いもあった。終身
雇用という日本の特殊な雇用形態にふれ、「そのままはあてはめられないが」と前
置きした上で「日本の企業のKenko-Keieiは学ぶべき点が多く、他国の企業も参考
にできる。積極的に情報発信してほしい」と語った。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

＜パネリスト＞
鷲見隆充氏（SOMPOケア代表取締役社長COO）
横野恵氏（早稲田大学社会科学部准教授）
ピーター・グッドハンド氏（ゲノミクスと健康のための世界連合 CEO）
藤田卓仙氏（世界経済フォーラム第四次産業革命日本センター ヘルスケア・データ
政策プロジェクト長）

＜モデレーター＞
ジョナサン・ソーブル氏（世界経済フォーラム第四次産業革命日本センター グロー
バル・コミュニケーション責任者）

●分散型のウエブサービスが主流となる、次世代インターネットの形「Web3.0」。
中央集権から個人へ軸が移ることで、医療、介護のデジタル化はどんな方向に進む
のか。パネリストそれぞれの視点からの提案が求められた。

ジョナサン・ソープル氏：本セッションは、ブロックチェーンを基盤となる分散型
のインターネットとして提唱されるWeb3.0の世界で、医療や介護の領域ではデータ
がどう利活用されていくのか。それによって、医療・介護のサービス提供のあり方、
利用者が受けるベネフィットはどう変わるのかの議論を進める。本セッションの企
画者でもある藤田卓仙氏による、「Web3.0時代におけるヘルスケアデータガバナン
ス」についてのプレゼンから始めたい。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

藤田卓仙氏：新型コロナウイルスのパンデミック以降、個人情報の扱いについて、
国によって温度差が生まれている。個人の権利は守りながら、人類のために個々の
データを利用する仕組みの構築が必要だ。Web3.0の世界では、権利が中央から個に
移行するため、データを扱う際のバランスがより重要になる。PHR、ライフログな
どのデータの扱いについて、国際的な議論の場を設けるべきだ。また、Web3.0で医
療、介護のデジタル化を進めるには、民間企業、世界的なコンソーシアム、そして
国が、それぞれの立場から貢献しなければいけない。日本でもメタバースホスピタ
ルに向けての議論が進められているが、実現させるために、ヘルスデータガバナン
スをできるだけ早く確立する必要があるだろう。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

ピーター・グッドハンド氏：ゲノミックデータの共有が、Web3.0時代の、医療・介
護のデジタル化の重要テーマになる。臨床データとゲノミックデータの橋渡しがで
きれば、膨大な仮想コホートができる。従来のモデルでは、基礎研究から臨床まで、
つまり発見から日々の医療に落とし込むまでに長い期間が必要とされていたが、臨
床データとゲノミックデータを知の輪として循環させるイメージだ。ダウンロード
ではなく共有し、みんなで活用する「コンフェデレーテッドデータシェアリング」
という考え方も提案されている。今はまだ構想の段階だが、実現すれば、医療・介
護の新しいグローバルスタンダードになるのではないか。日本の関係者とも協力し
ながら、広く深く、議論を進めていきたい。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

鷲見隆充氏：高齢化とともに、要介護認定者が年々増えている。未来の介護はどう
あるべきか。テクノロジーやデータの活用により、人は人にしかできない介護の時
間を創造し、サービスの品質向上と現場の負担軽減による生産性向上を目指さなく
てはいけないと考える。SOMPOケアの取り組みの1つが、センサーなどで取得した
バイタルデータや介護記録などのRDP（リアルデータプラットフォーム）である。
目指すのは、散在していたデータを統合することによる介護の見える化、統合デー
タを活用するノウハウの仕組み化、そして、ビッグデータに基づく将来予測と、対
応策の提案を行う「予測する介護」の実現だ。自治体とも協力し、医療、行政デー
タと連携した介護在宅モデルの構築していきたい。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

横野恵氏：ゲノム研究の進展により、がんの遺伝的要因、背景の解明が進み、日本
では全ゲノム解析、一人ひとりのすべてのゲノム配列をデータ化するという試みも
スタートしている。構築されたデータベースは、抗がん剤の研究開発だけでなく、
患者さんへの直接還元も計画されていく。一方、こうした取り組みには、ELSI（倫
理的、法的、社会的課題）の視点からの検討もしなくてはいけない。1990年にELSI
プログラムが始まったアメリカでは、遺伝情報による差別や社会的不利益が課題と
されていた。日本では法整備されていないが、ゲノム情報を医療に利用しようとす
る動きが拡大している今、より積極的な議論が必要になる。遺伝情報を守りながら
活用できる環境づくりに向けて、多くの関係者の意見を求めたい。
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パネルセッション④

「Web3.0時代のグローバルな医療・介護のデジタル化」

●Web3.0は高齢者でなくても難しい部分がある。「誰一人も取り残さない」という
コンセプトで、誰もがテクノロジーの恩恵を受けられる仕組みづくりが重要だ、と
いう意見もあった。

●ゲノムデータを活用する仕組みづくりに欠かせないものは? という問いに、グッ
ドハンド氏は「信頼」と答えた。トップダウンではなく、研究環境で醸成されるべ
きだ。

●行政のヘルスケア・データを民間で利用するケースも増えている。「日本人は個
人情報の扱いに関して繊細な面があり、データの活用で何が変わるのか、どんなに
便利になるのかを、メリットとしてわかりやすく伝えなくてはいけない」と鷲見氏
は語った。

●データを託された側は、どんな価値を持つ組織で、どんな行動規範を持っている
かを明確にし、データを扱うプロセスを透明化しなくてはいけない、という指摘も
あった。
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閉会挨拶

＜登壇者＞
茂木正氏（経済産業省商務・サービス審議官）

27

高齢化によって顕在化する問題への対応は世界共通の課題
だ。医療現場や日常の健康づくりでのPHRの活用、グロー
バル視点での医療・介護のデジタル化。医療インバウンド
への取り組み、身元保証機関と医療機関の連携など、本セ
ミナーでの議論は、今後を考える上で極めて示唆に富むも
のだった。また、数々の指摘をふまえ、健康経営をグロー
バルに推進するとともに、日本が国際ルール構築にどう貢
献できるのか、検討を重ねていく必要があるだろう。


